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第 5 章では，本論文の研究においてアルコー Jレ性水酸基の金属イオンに対する配位の挙動が，配位子
の立体的要因並びに置換基の電子的効果により，種々異なることが明らかとなったので，オキソパナジ
ウム側錯体と同じ配位子を用いてニッケル(ll)及びコバルト価錯体を合成し，オキソパナジウム間錯体で
得られた結果と比較し，更に 1 分子中に 3 個のアルコール性水酸基を有するトリエタノールアミンにつ
いてもアルコール性水酸基の配位の挙動を明らかにしている O
結論では本研究で得られた知見をまとめている。
論文の審査結果の要旨
本論文はシッフ塩基錯体のなかで比較的研究例の少いサリチリデンイミナトオキソパジウム間錯体及
び関連する選移金属錯体を合成し，得られた錯体の構造，性質について主として電子スペクトル及び磁
性との関連を調べることを目的としたもので，その成果を要約すると次の通りである。
(1) N ーアルキルサリチルアルジミン及びN-アリールサリチルアルジミン陰イオンを配位子とする多
数のオキパナジウム間錯体を合成し，その錯体のキャラクタリゼーションを行っている。
(2) 通常以下の磁気モーメントを有するシッフ塩基のオキソパナジウム間錯体について，パナジウム間
イオン聞にスピン交換相互作用の存在することを明らかにしている。
(3) 生化学的にも重要なピリドキサールと種々のアミンから得られるシッフ塩基のオキソパナジウム間
錯体を単離し，その構造を明らかにしている。
(4) シッフ塩基錯体におけるアルコール性水酸基の配位挙動を明らかにしている。
以上の研究結果は錯体化学及び分析化学に関する学術及び応用の両面において貢献するところが大き
い。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める O
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